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諸
国
に
比
べ
て
ス
ロ
ー
ペ
ー
ス
だ
っ
た
。

隣
国
イ
ギ
リ
ス
で
93
年
に
ヘ
ン
プ
栽
培
が

復
活
し
た
こ
と
を
受
け
て
、
国
立
農
業
食

品
開
発
機
関
（T

eagasc

）
で
は
、
97
年

か
ら
の
３
年
間
に
複
数
の
品
種
で
ヘ
ン
プ

の
栽
培
試
験
と
加
工
用
途
の
研
究
を
行
な

っ
た
。
栽
培
成
績
は
良
好
だ
っ
た
が
、
産

業
化
の
ネ
ッ
ク
に
な
っ
た
の
は
、
収
穫
し

た
ヘ
ン
プ
の
加
工
施
設
が
な
い
こ
と
。
何

軒
か
の
農
家
が
試
験
的
に
ヘ
ン
プ
栽
培
を

始
め
た
も
の
の
、
あ
ま
り
大
き
く
広
が
ら

な
か
っ
た
理
由
は
そ
こ
に
あ
っ
た
。

そ
う
し
た
状
況
で
も
国
内
の
市
場
開
拓

に
取
り
組
ん
で
き
た
の
が
、
ヘ
ン
プ
・
カ

ン
パ
ニ
ー
・
ダ
ブ
リ
ン
社
だ
。
99
年
に
ダ

ブ
リ
ン
で
衣
料
と
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
中
心

に
、
食
品
や
化
粧
品
な
ど
の
日
用
品
を
扱

っ
た
ヘ
ン
プ
専
門
店
を
開
店
し
た
（
図

２
）。
03
年
に
ダ
ブ
リ
ン
１
地
区
と
い
う

市
内
中
心
地
に
移
転
し
て
か
ら
も
20
年
近

く
利
益
を
上
げ
て
き
た
。
世
界
的
に
見
て

も
ヘ
ン
プ
専
門
店
が
長
く
同
じ
場
所
で
経

営
を
継
続
し
て
い
る
の
は
珍
し
い
。
ヘ
ン

プ
に
多
く
含
ま
れ
て
い
る
機
能
性
成
分
Ｃ

Ｂ
Ｄ
（
カ
ン
ナ
ビ
ジ
オ
ー
ル
）
の
商
品
も

い
ち
早
く
販
売
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
ブ
ラ
ン

ド
の
Ｃ
Ｂ
Ｄ
商
品
を
取
り
扱
っ
て
い
る
。

一
方
で
、
ケ
ル
テ
ィ
ク
・
ウ
イ
ン
ド
社

は
国
産
ヘ
ン
プ
１
０
０
％
に
こ
だ
わ
り
、

２
０
１
２
年
か
ら
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
産
ヘ
ン

プ
の
復
活
に
尽
力
し
て
き
た
。
社
名
は
西

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
先
住
民
族
ケ
ル
ト
人
の
名

る
ヘ
ン
プ
を
栽
培
す
る
計
画
が
策
定
さ
れ

た
こ
と
も
あ
る
。
こ
の
計
画
は
ナ
ポ
レ
オ

ン
軍
の
差
し
迫
っ
た
脅
威
が
後
退
し
た
た

め
、
実
行
さ
れ
な
か
っ
た
。

こ
の
当
時
、
麻
の
産
業
用
途
に
注
目
し

た
人
物
が
い
た
。
神
経
科
の
医
師
、
あ
る

い
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
文
学
復
興
運
動
の
第

一
人
者
と
し
て
ダ
ブ
リ
ン
で
活
動
し
て
い

た
ジ
ョ
ー
ジ
・
シ
ガ
ー
ソ
ン
博
士
で
あ
る
。

１
８
６
６
年
に
『
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
の
麻
文

化
～
そ
の
利
益
と
可
能
性
～
』
と
い
う
小

冊
子
を
発
行
し
、
そ
の
な
か
で
「
ヘ
ン
プ

は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
経
済
に
革
命
を
起
こ
す

能
力
が
あ
る
」
と
主
張
し
た
。
植
物
の
特

徴
や
経
済
的
価
値
、
栽
培
に
関
し
て
は
イ

ギ
リ
ス
や
ロ
シ
ア
、
米
国
と
の
比
較
を
交

え
て
詳
し
く
紹
介
さ
れ
、
そ
の
深
い
考
察

は
、
現
在
に
も
通
用
す
る
内
容
が
多
い
と

言
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
イ
ギ
リ
ス
の
植
民
地
だ
っ
た
イ

ン
ド
で
、
医
師
お
よ
び
科
学
者
と
し
て
東

イ
ン
ド
会
社
に
従
事
し
て
い
た
際
に
、
大

麻
草
の
薬
効
に
つ
い
て
詳
し
く
研
究
し
た

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ブ
ル
ッ
ク
・
オ
シ
ョ
ー
ネ

シ
ー
博
士
も
同
国
出
身
で
あ
る
。
彼
は
医

薬
品
と
し
て
大
麻
草
を
西
洋
社
会
に
持
ち

込
み
、
今
日
の
医
療
用
大
麻
の
基
礎
を
築

い
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
（
図
１
）。

20
年
続
く
ヘ
ン
プ
専
門
店
と 

栽
培
復
活
に
尽
力
し
た
企
業

近
年
の
ヘ
ン
プ
復
活
の
動
き
は
、
近
隣

産
業
用
途
の
経
済
価
値
に 

注
目
し
た
シ
ガ
ー
ソ
ン
博
士

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
は
、
北
大
西
洋
の
ア
イ

ル
ラ
ン
ド
島
（
北
海
道
よ
り
や
や
広
い
）

の
約
８
割
を
領
土
と
し
、
人
口
４
９
２
万

人
を
有
す
る
。
多
国
籍
企
業
に
よ
る
工
業

化
に
よ
り
農
業
の
重
要
度
は
下
が
っ
た

が
、
牧
畜
業
が
盛
ん
な
国
で
あ
る
。

こ
の
国
の
千
年
に
渡
る
ヘ
ン
プ
の
歴
史

は
、
イ
ギ
リ
ス
統
治
中
（
１
１
０
０
年
代

後
半
〜
１
９
０
０
年
代
初
頭
）
に
始
ま
っ

た
。
現
存
す
る
最
も
古
い
麻
製
品
は
、
首

都
ダ
ブ
リ
ン
の
公
営
博
物
館
に
あ
る
約
８

５
０
年
前
の
ヘ
ン
プ
の
紐
で
あ
る
。
16
世

紀
に
植
民
地
化
が
進
む
と
、
大
規
模
地
主

に
よ
る
典
型
的
な
植
民
地
型
農
業
に
よ
り

ヘ
ン
プ
栽
培
も
開
拓
民
に
推
奨
さ
れ
て
い

た
。
そ
の
後
、
イ
ギ
リ
ス
帝
国
が
フ
ラ
ン

ス
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
皇
帝
と
戦
っ
た
19
世
紀

に
は
、
広
大
な
泥
炭
湿
地
を
排
水
し
て
１

０
０
万
エ
ー
カ
ー
（
約
40
万
ha
）
を
超
え

る
土
地
を
農
地
化
し
、
イ
ギ
リ
ス
海
軍
が

必
要
と
す
る
帆
布
や
ロ
ー
プ
の
原
料
と
な

アイルランド
産官の連携で栽培拡大へ
協同組合が掲げる７つのヘンプの柱
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図１：�西洋社会に医療用大麻を
広めたオショーネシー氏
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の
対
策
と
し
て
、
ド
ロ
ー
ン
に
セ
ン
サ
ー

を
搭
載
し
て
生
育
と
病
害
虫
の
管
理
を
行

な
う
革
新
的
な
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
て
い

る
。
昨
年
は
国
内
の
作
付
面
積
の
約
４
割

に
相
当
す
る
１
６
２
ha
で
作
付
け
し
（
図

３
）、
そ
の
収
穫
物
で
ヘ
ン
プ
オ
イ
ル
と

Ｃ
Ｂ
Ｄ
を
利
用
し
た
栄
養
補
助
食
品
、
ス

キ
ン
ケ
ア
商
品
、
ペ
ッ
ト
ケ
ア
商
品
な
ど

を
製
造
し
、
販
売
ア
イ
テ
ム
は
計
24
商
品

に
及
ぶ
。
生
産
か
ら
最
終
製
品
の
販
売
ま

で
す
べ
て
を
網
羅
す
る
垂
直
運
営
の
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
築
き
、
従
業
員
30
名
の

規
模
の
会
社
に
成
長
し
て
い
る
。

協
同
組
合
の
設
立
と 

国
が
主
催
し
た
ヘ
ン
プ
会
議

こ
の
よ
う
な
地
道
な
取
り
組
み
の
成
果

は
、
欧
州
ヘ
ン
プ
市
場
の
拡
大
に
も
影
響

さ
れ
、
産
官
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
に
も

つ
な
が
っ
て
き
た
。
18
年
に
は
ヘ
ン
プ
協

同
組
合
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
が
設
立
さ
れ
た
。

酸
化
炭
素
排
出
量
を
20
％
削
減
す
る
た
め

に
は
、
21
万
７
０
０
０
ha
の
土
地
を
ヘ
ン

プ
栽
培
に
使
用
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
書

か
れ
て
い
る
。ま
た
、動
物
福
祉
で
は
、「
ヘ

ン
プ
の
種
を
食
べ
た
鶏
は
、
オ
メ
ガ
が
豊

富
な
卵
を
産
み
、
健
康
な
鶏
を
育
む
。
牛

に
与
え
ら
れ
た
ヘ
ン
プ
は
、
乳
量
を
増
や

し
、
消
化
を
助
け
、
牛
を
穏
や
か
に
保
つ

の
に
役
立
つ
」
と
あ
る
。

19
年
に
は
、
前
述
の
農
業
食
品
開
発
機

関
が
、
農
家
と
企
業
、
大
学
、
行
政
を
集

め
て
「
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
ヘ
ン
プ
産
業
プ
レ

ミ
ア
会
議
」
を
開
催
し
た
。
大
学
研
究
者

は
ヘ
ン
プ
に
含
ま
れ
て
い
る
カ
ン
ナ
ビ
ノ

イ
ド
と
利
用
や
ヘ
ン
プ
建
材
の
応
用
に
つ

い
て
、
栽
培
農
家
は
ヘ
ン
プ
栽
培
の
メ
リ

ッ
ト
と
課
題
に
つ
い
て
、
行
政
官
は
栽
培

免
許
の
申
請
方
法
に
つ
い
て
、
民
間
企
業

は
市
場
規
模
や
ニ
ー
ズ
、
農
村
再
生
と
雇

用
創
出
の
可
能
性
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

発
表
し
た
。
会
議
資
料
に
よ
る
と
、
栽
培

免
許
の
取
得
者
は
16
年
に
は
た
っ
た
の
6

名
だ
っ
た
が
、19
年
度
に
は
60
名
に
増
え
、

作
付
面
積
は
３
７
６
ha
に
な
っ
た
。
最
も

栽
培
さ
れ
た
品
種
は
、
食
用
ヘ
ン
プ
オ
イ

ル
に
よ
く
使
わ
れ
て
い
る「
フ
ィ
ノ
ー
ラ
」

だ
っ
た
。
国
の
研
究
機
関
が
率
先
し
て
、

ヘ
ン
プ
の
専
門
会
議
を
開
催
す
る
の
は
、

農
村
再
生
の
切
り
札
と
し
て
ヘ
ン
プ
を
見

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
経

済
に
革
命
を
起
こ
せ
る
か
、
ヘ
ン
プ
産
業

へ
の
期
待
は
大
き
い
。

こ
の
組
合
は
、
農
民
や
地
元
企
業
が
ア
イ

ル
ラ
ン
ド
で
ヘ
ン
プ
産
業
を
発
展
さ
せ
る

た
め
の
イ
ン
フ
ラ
構
築
を
目
的
と
し
、
年

会
費
１
０
０
ユ
ー
ロ
（
約
１
万
２
０
０
０

円
）
で
誰
で
も
参
加
で
き
る
。
活
動
ビ
ジ

ョ
ン
に
、
個
人
の
健
康
、
食
品
・
飲
料
、

炭
素
固
定
、
農
村
再
生
、
動
物
福
祉
、
持

続
可
能
な
循
環
型
バ
イ
オ
経
済
、
持
続
可

能
な
建
築
と
い
う
７
つ
の
ヘ
ン
プ
の
柱
を

掲
げ
て
い
る
（
図
４
）。
ヘ
ン
プ
を
全
く

知
ら
な
い
人
が
見
て
も
、
デ
ー
タ
を
示
し

な
が
ら
わ
か
り
や
す
く
ヘ
ン
プ
の
利
点
を

紹
介
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
炭
素
固
定
の

項
目
で
は
、「
１
ｔ
の
ヘ
ン
プ
は
二
酸
化

炭
素
を
１
・
63
ｔ
削
減
す
る
。
農
業
で
二

前
に
由
来
す
る
。
同
社
の
取
り
組
み
は
３

軒
の
農
家
に
計
２
・
４
ha
分
の
ヘ
ン
プ
栽

培
を
委
託
す
る
と
こ
ろ
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

た
。
健
康
製
品
規
制
局
（
Ｈ
Ｐ
Ｒ
Ａ
）
に

栽
培
申
請
書
を
提
出
し
、
保
健
省
で
審
査

さ
れ
た
後
に
栽
培
免
許
を
取
得
し
、
ほ
か

の
Ｅ
Ｕ
諸
国
と
同
じ
マ
リ
フ
ァ
ナ
の
主
成

分
Ｔ
Ｈ
Ｃ
濃
度
が
０
・
２
％
未
満
の
品
種

を
種
子
会
社
か
ら
取
り
寄
せ
た
。し
か
し
、

繊
維
採
取
用
の
品
種
だ
っ
た
た
め
、
成
長

し
た
ヘ
ン
プ
の
背
丈
は
４
・
２
ｍ
に
も
な

り
、
隣
国
イ
ギ
リ
ス
に
あ
る
ヘ
ン
プ
コ
ア

社
の
一
次
加
工
処
理
シ
ス
テ
ム
に
入
り
き

ら
ず
、
栽
培
か
ら
販
売
ま
で
ス
ト
ッ
プ
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
れ
で
も
諦
め
ず
に
、
種
子
と
Ｃ
Ｂ
Ｄ

の
採
取
を
目
的
と
し
た
背
丈
の
低
い
品
種

に
切
り
替
え
て
、
15
年
に
20​

ha
の
栽
培
委

託
を
再
開
し
た
。
ヘ
ン
プ
は
病
害
虫
に
弱

い
作
物
で
は
な
い
が
、
無
農
薬
で
育
て
る

ポ
リ
シ
ー
を
貫
く
た
め
に
、
灰
色
カ
ビ
病

図２：�99年に開店したヘンプ・カンパニー・ダブ
リン社の店舗の外観

図３：ケルティク・ウインド社の収穫の様子

図４：ヘンプ協同組合アイルランドが掲げる７つのヘンプの柱
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